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事前・事後学習と学習方略・授業への興味・理解度の関連について

○松島るみ（京都ノートルダム女子大学） 尾崎仁美（京都ノートルダム女子大学）

キーワード：学習方略，講義型授業，事前・事後学習

問題と目的

学業の成否は大学満足感と関連することが示唆さ

れており（松島・尾崎， ），学生が主体的に学業

に取り組むための方策を検討し，その効果を検証す

ることは大学教育における喫緊の課題である。篠ヶ

谷 は，自立した学習者となるためには，本学

習のみならず，事前，事後にも適切な方略を用いて

学習を行うことの必要性を示唆している。事前の学

習として 松島・尾崎（ ）では授業前に問いを提

示したり，予習活動を課すことにより学習方略が促

進され，授業に対する興味や理解度が高まる傾向が

示された。とりわけ，知的好奇心低群において，問

い提示と予習活動双方を取り入れることにより学習

方略や授業への興味が促進する傾向が明らかになっ

た。

しかし 事前・事後学習の両面から大学生の学習を

検討した先行研究はまだ少ないことから 本研究で

は 事前学習のみならず事後学習（復習）を取り入れ

ることの効果について，学習者の個人差変数も加え

て検討を行うことを目的とする。

方 法

調査対象 年度前期に社会調査系の講義を受

講した 名の大学生のうち，ベースライン期に行っ

た質問紙に参加し ベースライン期に 回，介入期

に 回以上出席していた 名を対象とした。

授業の流れ 前述の通り 既に予習や授業前の問い

の提示が有効であることが示されていることから

ベースライン期ではこの両者を授業内で行った。介

入期では 前述のベースライン期の内容に加えて 事

後学習として復習課題を提示した。予習と復習いず

れも学内の授業システムから回答することとし 次

の授業では予習・復習ともに全体に対してフィード

バックを行った。

ベースライン期の質問紙（学習者の個人特性）

達成目標 田中・藤田 による達成目標尺度

より，マスタリー目標（学習や理解を通じて能力を

高めることを目指す目標）およびパフォーマンス接

近目標（自分の有能さを誇示し他人から良い評価を

得ようとする目標）に関する各５項目を使用した。

ベースライン期の振り返り

授業時の学習方略に関する尺度：佐藤

の認知的能動性尺度のうち，７項目を使用した。

授業への興味・理解度：各授業において，授業

への興味・理解度，授業態度 各１項目 について尋

ねた。 ともに 件法で尋ねた。

介入期の振り返り 授業時の学習方略，授業への興

味・理解度はベースライン期と同様。

結果と考察

達成目標の 尺度について，中央値で高低群に分

類し， つの達成目標の高低群および時期（ベース

ライン期 介入期）を独立変数，学習方略および授業

興味・理解度を従属変数とした 要因分散分析（混

合計画）を実施した。

（ ）マスタリー目標×時期 マスタリー目標高低

（ η および時期

η の主効果が意で

あり（ ），マスタリー目標高群，介入期の学

習方略得点が高かった。授業興味・理解度について

も，マスタリー目標高低（ η

お よ び 時 期 η

の主効果が有意であり（ ），マスタリ

ー目標高群，介入期の授業興味・理解度得点が高か

った。

（ ）パフォーマンス接近目標×時期 パフォーマ

ンス接近目標高低（ η

お よ び 時 期 η

の主効果が有意であり，パフォーマンス接近

目標高群，介入期の学習方略得点が高かった。授業

興味・理解度についても，パフォーマンス接近目標

高低（ η および時期

η の主効果が有意

であり，パフォーマンス接近目標高群，介入期の授

業興味・理解度得点が高かった。

いずれも交互作用には有意差が見られず，また達

成目標の つの尺度による差異も見られなかったが，

授業前の問い提示や予習の事前学習に加えて，授業

後に復習課題を行うこと，またこれらのフィードバ

ックを行うことにより，授業内での学習方略が促進

されたり，授業への興味・関心が高まる可能性が示

唆された。

マスタリー目標高低群別 学習方略（左）・

授業興味・理解度（右）の変化（ 件法）
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日本語ワープロの入力スキルの習得とスマホ入力のスキルについて

○水谷久康（愛知文教女子短期大学） 小川美樹＃（愛知文教女子短期大学）

キーワード：日本語ワープロ，タイピング，スマホ入力

本学は愛知県の西部の稲沢市にある女子短期大

学である。幼児教育学科と，生活文化学科の２学

科を備える。

幼児教育学科は保育士と幼稚園教諭を育成し，

１部（２年制・定員８０名）と３部（午前中心の

３年制・定員７０名）からなる。

生活文化学科は２専攻からなり，食物栄養専攻

（定員４０名）では栄養士育成を行い，生活文化

専攻（定員３０名）では主に医療事務職の育成を

行っている。

出身高等学校は普通科から総合学科や様々な実

業高校まで多様である。パソコンによる日本語ワ

ープロの入力スキルについては，入学前に高等学

校の授業においてすべての学生が一定のスキルを

身に着けて入学してくる。

またその方法は，多くの学生はローマ字変換を

用いている。

中でも商業科や，商業関連コースなどから入学

してくる学生のスキルは高く，タッチタイピング

ができるものも多く，１０分間で１０００文字弱

を入力できることが多い。

しかし，そうではない学生は一般的に，１０分

間に４００文字程度である。本学でのパソコンに

よる日本語ワープロの授業は職場で使える力をつ

けることを目指して，卒業までに６００字は入力

が可能となるように目標を設定し，指導している。

しかし，現在の若者は急速にパソコン離れ，キ

ーボード離れをしている実態がある。

それゆえ，彼らの育った家庭にパソコンの無い

環境も不思議ではない。

その代わりにスマホが彼らの生活における唯一

の情報端末として十分にその役割を果たして何一

つ不自由していない。

プリンターがなくとも，必要ならばスマホのア

プリを使いコンビニでプリントアウトするという。

スマホの普及する以前の学生と，現在の学生を

比較してみた。

２０１２年入学の生活文化専攻学生（１８名）

の入力文字数の平均値は５８６文字であった。

それに比べ２０１８年入学の生活文化専攻学生

（３０名）の入力文字数の平均値は４１０文字で，

現在の学生の平均入力文字数が１７０文字以上少

ない。このことを見ても，学生のパソコン離れ，

キーボード離れの現状が分かる。

では，彼らが情報端末を利用する際の入力のス

キルの実態はどうかを調べてみた。

２０１９年４月１９日，本学生活文化学科新入

生（３０名）を対象にパソコンによる日本語入力

とスマホの日本語入力文字数を それぞれ５分間

で計測した。

入力文字数

パソコン 分 スマホ 分

平均

最大

最小

にあるように，彼らの日本語入力能力

はキーボードよりもスマホのほうが優れているこ

とが明確になった。

今後 次第にプライベートではスマホ，パブリッ

クな場ではタブレット端末を使うこと一般化する

ことが考えられる。

情報端末への入力スキルの習得のための授業に

ついても，キーボードのみによる指導から新たな

入力形態に応じた指導法が必要とされてきている

のではないだろうか。

今回の調査結果を踏まえ，情報機器の変化に応

じたスキル獲得について，今後も作業時間や，ス

キル習得期間などの要因を踏まえた調査を行い，

課題を明らかにしたい。
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